
栃木農試研報　Nα21：45～60（1976）

　　　　　二条大麦新品種「ミホゴールデン」について

　　　　　　　1　緒　言

　わが国でビール麦の栽培が始まったのは明治

中期であり，大正末期からは醸造会社を中心に

育種が行われるようになった．

　その結果，関東中生ゴール・アサヒ5号・博

多2号・交Aなどの品種が育成されたが，ゴー

ルデンメロン系品種（ゴールデンメロン・栃木

ゴールデンメロン・関東晩生ゴール・キリン直

1号・ゴールデンメロン埼玉1号など）及びス

ワンハルス系品種（スワンハルス・滋賀中生・

京都中生・垂頭種など）が主に栽培されてきた．

　戦後，ビール麦の需要が増大するに従い，こ

れらの品種は長桿で倒伏に弱く熟期が遅いこと

などの欠点があるため，これらの栽培特性の改

良が強く要望された．そこで，当時からビール麦

の主産地である栃木県でこれを取り上げ，1954

年に薬師寺分場（後に南河内分場，現在栃木分

場と改称〉でビール麦の育種が始められた。19

58年には農林省指定試験地として，全国を対象

とした育種力桁われることになった．また，醸

造会社でも育種が続けられた．

　1965年に当場で育成中の関東二条1号は二条

大麦農林1号として登録され，　「ニューゴール

デン」と命名された．同年に醸造会社でも成城

1号・成城17号・さつき二条・ふじ二条・ニラ

サキ6号・ガンマー4号の6品種を発表した．

これらの品種は普及に移され，第1表に示すよ

うに，急速に作付面積は増加していった．中で

もニューゴールデンは関東地域を中心に栽培さ

れ，1973年には全国の作付面積の約35％を占め

るに至った．しかし，成城17号以外の品種は熟

期が比較的遅く，ニューゴールデン以外の品種

は耐倒伏性が十分でないことなどから，水稲栽

培の早期化・畑作の多様化・収獲作業の機械化

・登熟期の雨害回避などのため，より早生で短

強桿の品種が要望されるようになった．

　当場で育成中の関東二条7号は1971年に二条

大麦農林2号として登録され，「アズマゴール

デン」と命名された．この品種はニューゴール

デンよりも早生・短強桿であったので，関東地

域の水田裏作を中心に広く栽培され，1975年に

は第4位の作付面積になった．しかし，アズマ

ゴールデンは成城17号ほど早生ではなかったの

で，ビール麦栽培の中で水田裏作の比率が高く

なるに従い，成城17号と同程度かそれよりも早

生の品種の育成が強く要望された．

　当場で育成中の栃系30は，1971年に関東二条

おける奨励品種決定調査の供試材料として配布

おける奨励品種決定調査の供試材料として配布

して地方適否が検討された．また，醸造用品質

についても当場及び麦酒酒造組合で検討が加え

られた．その結果，関東二条12号は成城17号と

同程度かやや早い早生であり，倒伏にはより強

い．また，醸造用品質が良いといわれているふ

じ二条と同程度の品質であることが認められた．

　そのため，福岡県で準奨励品種に採用され，

1975年11月28日に二条大麦農林5号として登録

され，　「ミホゴールデン」と命名された．そこ

で本品種の育成経過並びに特性の概要について

報告し，奨励及び普及の資料に供することにし

たい.

＊現九州農業試験場　＊＊現農事試験場　＊＊＊現栃木県普及教育課　＊＊＊＊現栃木県食品工業指導所　＊＊＊＊＊現栃木県消防防災課
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第1表主要品種別作付面積の推移

1963年産 1968年産 1973年産

品種名 作付面積同比率 品種名作付面積同比率 品種名　作付面積同比率

ha　　％ ha ％ ha ％

関東晩生ゴール 19，617　18．8 ニユーゴールデン　27，795 30．3 　　のニューゴールデン　13，633 34．5

キリン直1号 16，394　15．7 さつき二条　14，530 15．8 成城17号　13，463 34．1
関東中生ゴール 14，902　14．3 成城17号　11，337 12．4 ふ　じ　二条　　3，955 10．0

博多　2号 13，283　12．7 キリン直1号・6，614 7．2 さつき二条　　3，4ρ6 8．6

アサヒ5号 8，339　8．0 関東中生ゴール　　4，886 5．3 ほ　し　ま　さ　り　　　1，805 4．6

スワンハルス 7，076　6．8 ふ　じ　二条　　3，930 4．3 アサヒ5号　　　533 1．3

交　　　　A 6，046　5．8 成城　1号　　3，637 4．0 博多　2　号　　　346 0．9

栃木ゴールデンメロン 4，266　4．1 アサヒ5号　3，547 3．9 キリン直1号　　　313 0．8

アサヒ19号 2，533　2．4 博多　2号　　2，363 2．6 ：茅ケ崎二条10号　　　288 0．7

晩生ゴールデンメロン 2，045　2．0 春　　　　星　　2，156 2．3 アズマゴールデン　　　　　270 0．7

上位10品種合計 94，501　90．7 上位10品種合計80．795 88．1 上位10品種合計　38，012 96．3

注．食糧庁調査課「麦類の品種別作付面積」による。

　　　　　　II　育成経過

　ミホゴールデンの育成経過を第3表及ぴ第1

～2図に示した．

　交配～F3世代：　1962年4月に，栃木県農業

試験場南河内分場において，第1図に示すよう

に「関東二条2号」を母とし，　「成城15号（さ

つき二条）」を父として，早生良質を主な育種

目標に人工交配を行つた．両親の特性は第2表

に示した．得られた交配種子は直ちには種し，

同年度中に3世代の世代促進を行った．すなわ

ち，8月中旬に苗箱には種し，8月末より9月

中旬の間日光戦場ケ原の高冷地に運搬して栽培

し，その後は場内で栽培して12月に全個体を収

穫した．F2世代は12月下旬に538個体をガラス

室には種し，4月下旬に全個体を収穫した．F3

世代は2800個体を5月上旬に日光戦場ケ原には

種して8月下旬に全個体を収穫した．

交1－18

謡、F｝札幌・号

潔｝脇
（さつき二条）

二二二ニコ」人口交配　　　　　純系淘汰　：：二＝二｝一・自然交配

♂印はその品種が先に記載されているにもかかわらず父親であり，♀印は

その品種が後に記載されているにもかかわらず母親であることを示す．

第1図　ミホゴールデンの系統図
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年度

所
代
場
世

19611962　1963　1964　1965　1966　1967　1968　1969　1970　1971　1972　1973　1974　1975

南河内　南河内　南河内　南河内　南河内　南河内　南河内　南河内　南河内　南河内　南河内　南河内　南河内　栃木　　栃添

｛交配　FI　F2F3　F4　　F5　　F6　　F7　　F』　　Fg　　F1・　　Fu　　FI2　　F13　　F14　F15　　Fa6

関東二条2号

　　　×　　一F1

成城15号
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第2表　両親の特性

系統または
口

出穂期成熟期桿長穂長　　　　　　穂
　　　　　　　　　叢性穂型

の　　芒 葉の耐倒株の秋播性
品　種　名 月　日月　日cm cm　　　　　下垂度色開閉粗滑広狭伏性開閉程度

関東二条2号

’成城15号
4．26　6．7　93

4．26　6．7　86

6．4中間矢羽根直　立中　中やや粗中やや強　閉　1～II
9．4中間棍棒やや垂中　閉やや粗中やや弱やや閉1～II

注．1967～1974年度の成績であうが，項目によ1）年数は異なる。

　R～R世代：1963年に18，000個体を縞萎縮

病源圃場に点ぱし，個体選抜を行った．しか

し，縞萎縮病の発病があま』り見られなかったの

で，熟期・桿長・草型・穂型・粒の大きさなど

によって個体選抜を行い，61個体を選んだ．F5

世代では南系A2434より2494までの系統名で系

統栽培を行い，熟期及び桿長などにより9系統

45個体を選抜した．F6世代では9系統群45系統

を栽培し，熟期・稗長・草型・粒の品質などに

よって4系統群4系統2（個体を選抜した．

　F7～R世代：1966年にF7世代で生産力検定

予備試験に供試した．熟期・桿長・収量・醸造

用品質などにより，4系統群の中の1系統群1

系統5個体を選抜した．F8世代では生産力検定

予備試験とともに縞萎縮病の特1生検定試験に供試

し，栃木・愛媛・山口の各農試で試験を行っ

た．

　F、世代以後：早生で多収であり，醸造用品質

も良いので，1968年にFg世代から栃系30の系統

名で系統適応性検定試験に供試し，全国11場所

で地方適否を検討した．特性検定試験は縞萎縮

病のほかに赤かび病にっいて東海近畿農試及び

高知山間農試，強稗性について埼玉農試で試験

を行った．F1・～F・・世代でも系統適応性検定試

験及ぴ特性検定試験を実施した．また，醸造用品

質についても検討を続けた．その結果良好な成

績を示したので関東二条12号の地方番号を付し，

F12世代以後生産力検定試験に供試するとともに，

第3表育成経過一覧表

年　　度 1961　　　　1962 1963　1964　1965 196619671968 1969 1970 1971 1972 1973 1974

世　　代 交配　FI　　E 耳　　E5　　民　　瑞 E F8　Fg Flo Fu F12 F盈3 F14 Fl5

供 系統群数 100　　538 2800　18GOO、　　　　g 4 1　　1 1 1 1 1 1 1
試 系統数 （個体〉（個体） （個肉　（個陶6r　45 20 5　　5 5 5 5 5 5 5

選 系統群数 4 1 1　　1 1 1 1 1 1 1
系統数 538　　2800 2800　　　　　　9　　4 1 1　　1 1 1 i 1 1 1

抜 個体数 （粒）　（粒） 61　45　　20 5 5　　5 5 5 5 5 5 5

標準 標準標準 標準 標準 標準 標準 標準 標準

生産力検定試験 （予） （予）（系適） （系適） （系適）多肥 多肥 多肥 多肥
騨

ド〃ほき ド1〃屡 ド1ル繋 ド1〃嚇

全層まき 全層謎 全層まき 全層まき

特性検定試験 3　　　6 6 4 7 7 7 7
（場所数）

系統適応性検定 11 10 9
試験（場所数〉

奨励品種決定

調査（場所数）
15 40 38 31

備 考 栃系30 関東二条12号
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関係都府県の奨励品種決定調査の供試材料とし

て配布し，地方適否が検討された。その結果，

各県で良い成績を示したが，特に成城17号が広

く栽培されている西南暖地で成城17号よりも収

量性・倒伏性などに優れた成績を示した。

　また，醸造用品質については，麦酒酒造組合

と各県農試が共同で行っている合同品種比較試

験が3か年間行われ，標準品種との相対的評価

が検討された。その結果，関東二条12号はアズ

マゴールデン・ニューゴールデン及び成城17号

より醸造適性が優れ，醸造用品質が良いといわ

れているふじ二条と同程度であることが明らか

にされた．そして，多くの県で契約対象品種に

することについて麦酒酒造組合との間で合意に

達した．そのため1975年11月28日に二条大麦

農林5号として登録され，「ミホゴールデン」

と命名された．品種名は穂の熟色が美しく，しな

やかであることを意味する．同年福岡県で準奨

励品種に採用され，九州を中心に他σ）県におい

ても採用が検討されている．

　　　　m　ミホゴールデンの特性

　形態的特性：　ミホゴールデンとアズマゴー

ルデン・ニューゴールデンとの特性の比較を第

4’こ5表に示した．

　叢性はニユーゴールデンが中間であるのに対

第4表ミホゴールデンの特性（1）

口
茎立の

穂　型
穂の 芒 葉の

穂発芽。。種　名 叢　性
　　　　早　晩 下垂度　色 開閉 粗　滑　広狭

ミホゴールデン やや直～中闇やや早 中間 中間　中 中 やや粗　　中 難

アズマゴールデン

ニューゴールデン

やや直～中間やや早　矢羽根　　直立　中　中
中　間　　　　やや晩　矢羽根　　直立　中　　中

やや粗　中　やや難
やや粗　中　　難

注．1967～1974度の成績であるが項目により年数は異なる．

第5表　ミホゴールデンの特性（2）

栽培条件 品　　種　　名
出穂期

月　日

成熟期

月　日

桿長

cm

穂長

cm

穂　数

本／m2

」　重

　9

千粒重

　9

倒　伏

程　度

標　　準

ミホゴールデン

アズマゴールデン

ニユーゴールデン

4．23

4．26

5．1

6．4

6．7

6．9

83

87

1σ0

70
6．9

7．8

584

511

439

656

655

653

35．3

37．6

39．O

ビ～少

ム～ビ

　ビ

多　　肥

ミホゴールデン

アズマゴールデン

ニユーゴールデン

4．24

4．26

5．1

6．5

6．7

6．10

86

90

103

6．8

6．7

7．7

683

594

503

647

643

644

33．7

35．1

38．5

多
ビ
中

ドリルまき

ミホゴールデン

アズマゴールデン

ニユーゴールデン

4．22

4．25

4．30

6．1

6．4

6．6

80

87

100

6．8

6．6

7．3

833

726

599

654

648

650

33．5

36．6

40．1

少～中

ム～ビ

　少

全層まき

　　、

ミホゴールデン

アズマゴールデン

ニユーゴールデン

4．24

4．26

4．30

5．30

6．2

6．5

78

86

89

6．0

6．2

7．3

742

621

37

668

688

674

38．5

43．3

43．O

少
ビ
少

注．標準・多肥・ドリルまきは1971～1974年度の成積の平均値．

　全層まきは1971，1974年度の2か年の成積の平均値．
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して，ミホゴールデンはやや直立～中間でアズ

マゴールデンとほぼ同じである．茎立ちはニュ

ーゴールデンより早く，アズマゴールデンと同

程度で早い品種群に属する．穂型及び穂の下垂

度はアズマゴールデン及びニューゴールデンが

矢羽根型で直立であるのに対して，ミホゴール

デンはともに中間型である．穂発芽はニユーゴ

ールデンと同程度で難である．葉の広狭・芒色・

芒の開閉・芒の粗滑はアズマゴールデン及びニユ

ーゴールデンと同じである．

　稗長はニユーゴールデンよりも17cm前後，ア

ズマゴールデンよりも5cm程度短いが，倒伏に

はアズマゴールデンよりも弱い．穂長はニユー

ゴールデンより短く，アズマゴールデンとほぼ

同じである．穂数はアズマゴールデン及びニユ

ーゴールデンより多い．」重はほぼ同じである

が，千粒重はアズマゴールデン及びニューゴー

ルデンより軽い．

　生態的特性：　ミホゴールデンとアズマゴー

ルデン・ニューゴールデンとの特性の比較を第

5～7表に示した．

　ミホゴールデンの秋播性程度は，アズマゴー

ルデン及びニユーゴールデンと同じ1～IIで春

播性品種である．幼穂分化期はニユーゴールデ

ンより早く，アズマゴールデンとほぼ同じであ

る．出穂期はアズマゴールデンより2～3日，

ニユーゴールデンより7日程度早く，成熱期は

アズマゴールデンより2～3日，ニユーゴール

品 種 名 縞萎縮病　　赤かぴ病　　うどんこ病黒条強黙秋播性
　　　　　　　　　　　　　　　　　萎縮病　　　　程度

栃　木　愛　媛　山　口　東海近畿　高　知　鹿児島　栃　木　長　崎　埼　玉茨城（埼玉ll栃　木

第6表 特性検定試験成積

ミホゴールデン　　　やわ弱　やや強　　弱

アズマゴールデン　　　弱　　　中　　　弱

ニユーゴールデン弱中弱

中
中
中

やや強　やや強　　中

やや強　やや強　　弱

やや強　やや強　やや弱

中
中
中

強　　中　　1～II
強　　やや強　1～II

強　　やや強　1～II

注．1967～1974年度の成績であるが，項目により試験年数は異なる．

　強稗性は1968年度は埼玉，1969年後は茨城県農試で実施．

第7表　幼穂分化・程度調査成積

品　　種　　名
2　　月 調　　査 3

……口

桿　長　穂　長
cm　　　　㎜

幼穂分化程度 程　長　穂　長
cm　　　　㎜

幼穂分化程度

ミホゴールデン

アズマゴールデン

ニユーゴールデン

1．0　　　2．6

1．2　　　2．8

0．7　　　1．9

V皿後

IX前

、皿前

2．0　　　3．9

2．2　　　3．5

0．8　　　2．3

　IX前

　D【後

1皿～IX前

注．1971～1974年度の成績の平均値．

第8表　固定度検定試験成績

品　種　　名

ミホゴールデン

ニユーゴールデン

桿 長 穂 長 穂粒数
平均値　標準偏差　　変異係数

cm　　　　　　　　％
平均値

cm
標準偏差　　変異係数

　　　　　％
平均値　　標準偏差　　変異係数

粒　　　　　　　　％

88　　　4．554

102　　　　　　3．748

5．16

3．69

6．7　　0．488

7．5　　0，480

7．15

6．40

29。3

32．1

1．984 6．77

2．199　　　　　　6．85

注．ミホゴールデンは，1区51～63個体供試した5区平均の成績．

　ニューゴールデンは，60個体供試した1区の平均の成績．
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第9表　収量調査成績（1）

ミホゴールデン ニユーゴールデン

年　度 a当収量 同比率 a当整粒重 同比率 a当収量 同比率 a当整粒重 同比率

kg ％ kg ％ kg ％ kg ％

1966 37．2 107 32．9 103 34．6 100 32．0 100

1967 32．4 97 29．5 93 33．3 100 31．7 100

1968 28．9 94 22．7 95 30．7 100 23．8 100

1969 34．4 103 31．1 97 33．3 100 31．9 100

1970 42．3 103 37．7 104 40．9 100 36．2 100

1971 42．1 93 30．3 87 45．5 100 34．8 100

1972 34．2 68 22．3 53 50．7 100 42．3 100

1973 37．2 100 33．8 94 37．1 100 35．9 100

1974 55．9 106 46．9 123 52．8 100 37．9 100

平　均 38．3 97 31．9 94 39．9 100 34．1 100

注．整粒重とは2．5mmの縦目ぶるいをもって分け，

　重さ（＝a当収量×整粒歩合）　（以下同じ）．

そのふるいの上に残る粒の

デンより6日程度早い．

　耐病性については，ミホゴールデンはアズマ

ゴールデン及びニユーゴールデンよりも縞萎縮

病及びうどんこ病には強く。赤かび病は同程度

である．

　なお，固定度検定試験の結果を第8表に示し

た．ミホゴールデンの変異係数はニューゴール

デンと比較して，稗長ではやや大きいが，穂長

及び一穂粒数ではほぽ同じであり，十分固定し

ていると考えられる．

　収量：　育成地におけるミホゴールデンの収

量調査成績を第9～10表に示した．

第10表　収量調査成績（2）

品種 年度

標　準　栽　培 多　肥　栽　培 ドリルまき栽培 全層ま　き栽培 平　　　　均

a当同比a当整同比
収量率　粒重率
kg　％　kg　　％

a当同比a当整同比
収量率　粒重率
kg　％　kg　　％

a当　同比a当整同比
収量率　粒重率
kg　％　kg　　％

a当同比a当整同比
収量率　粒重率
kg　％　　kg　％

a当同比a当整同比
収量率　粒重率
kg　％　　kg　％

ミ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン

1971

1972

1973

1974

42．1　10030．3　106

34．2　11922．3　129

37．2　11433．8　108

55．9　9446．9　100

42．4　127　24．3　165

27．8　98　13．5　　96

43，9　112　41．3　111

52．8　107　40，4　105

42．6　111　23．1　153

40．1　97　25．9　103

46．5　115　40．5　111

53．5　113　48．8　108

59．8　111　56．5　109

46．5　105　29．9　　88

32．0　124　29．6　119

48．6　106　45，0　101

46．7　114　33．6　122

37。2　104　22．9　101

39．9　115　36．3　112

52．7　105　45．3　103

平均 42．4　10933．3　111 41．7　111　29．9　119 45．7　109　34．6　119 46．7　112　40．3　101 44．1　110　34．5　110

ア
ズ
マ
ゴ
ー
ル
デ
ン

1971

1972

1973

1974

38．3　10028，5　100

28．7　10017，2　100

32．7　10031．2　100

59．3　10046，9　100

33．5　100　14．7　100

28．5　100　14，1　100

39，3　100　37．2　100

493　100　38，6　100

38．5　100　15．1　100

4L4　100　25．1　100

40£　100　36．5　100

47．3　100　45。3　100

54．0　100　51・6　100

44．2　100　34，0　100

25．8　100　24．8　100

45．8　100　44．4　100

41．1　100　27．5　100

35，7　100　22．6　100

34．6　100　32．4　100

50．4　100　43．8　100

平均 53．0　10031．0　100 37．6　100　26．2　100 42．0　100　30．5　100 42．5　　00　3『．7　100 40．5　100　31．6　100
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第l　l表醸造用品質調査成績

栽　培
品　種　　名

浸麦 麦芽 麦芽 可溶性 ろ過色度 麦　芽 エキスコールジアスターゼカ 最終 評点 対標準比

条　件 時間
時間

収量率

　％

全窒素

　％

窒素
　％

速度
分　（EBC）

エキス

％

収量バツ・・麦芽1009。wk
％　　数　　。wk　ITN、

発酵度

％ ％

標　準

ミホゴールデン

アズマゴーノレデン

ニューコ㌧ルデン

60

49

66

89．1

88．1

訂．6

1．93

2．02

L97

0．69

0．81

0，盤

16　　　2．7

23　　　3．1

14　　　2。9

79．0

77．4

78．1

70．4　35．8　294　　153

68．1　40．1　232　　115

68．4　　37，3　233　　119

83．3

81．4

83．0

53

46

47

113

98

100

多　肥

ミホゴールデン

アズマコ㌧ルデン

ニューゴールデン

61

50

68

90．0

90．0

90．2

2．08

2．13

2．11

0．71

0．80

0．76

14　　　2．4

24　　　3．4

14　　　2，9

78．1

76．1

77．5

70、3　33．9　325　　156

68・5　37．6　242　　114

69．9　36．1　239　　113

剖．2

麗．0

お．7

47

35

41

115

85

100

ドリルまき

、ホゴールデン

アズマゴールデン

ニューゴールデン

62

51

69

89．2

88．9

89．3

2．09

1．89

1．87

0．71

0．79

0．74

18　　　2．7

18　　　3ユ

13　　　3．2

78．8

77．1

78．2

70．3　34．1　325　　156

68．6　41．8　250　　132

69．9　39．6　238　　125

83．3

82．9

84．4

50

47

51

98

92

100

全層まき

ミホコ㌧ルデン

アズマゴールデン

ニューコ㌧ルデン

62

52

61

9Q．6

89．3

90．4

1．49

1．50

1．52

0．65

0．69

0．66

14　　　2．9

20　　　3．6

13　　　」．1

81．5

80．1

79．5

B．8　44．0　231　　157

71，5　46．0　　158　　106

71，9　43．6　168　　111

83．8

81．0

85．3

79

65

62

127

105

100

注．1971～1973年度の成績の平均値．

　浸麦時間：原麦を浸水して水分が43％になるまでに要する時間．
　麦芽エキス：麦汁中に含まれる可溶性抽出物の割合で，麦汁の比重を測定して算出する．
　可溶性窒素：麦汁中に溶解する窒素の量で麦汁1009中の値．
　エキス収量：麦芽エキス×麦芽収量．
　コールバッハ数：全窒素に対する可溶性窒素の割合．
　ジァスターゼカ：麦芽をつくることによって活性化された酵素（主にβアミラーゼ）の力価．
　最終発酵度：麦汁中に含まれる発酬生糖の割合．
　評　　　点1麦酒酒造組合で作成した評価方法を基にして，当場で作成した詔西方法による評点．

　ミホゴールデンはgか年間の標準栽培でニユ

ーゴールデンの97％の収量指数を示し，1972年

度の暖冬年の成績を除くと収量指数は101％と

なり，1週間程度早生であるにもかかわらず，

ニユーゴールデンとほぼ同程度の収量性がある．

整粒重はミホゴールデンがやや小粒であること

から，その指数は収量指数よりもやや低い．

　アズマゴールデンとの比較では，ミホゴール

デンはいずれの栽培法でも収量が多く，平均す

ると110％の収量指数を示した．，整粒重も同じ

傾向にあった．

　醸造用品質：　育成地におけるミホゴールデ

ンの醸造用品質の調査成績を第11表に示した．

　醸造用品質についての総合的な評価は麦酒酒

造組合が作成した評点方法にょり，標準品種と

比較することによって相対的に表わすことがで

きる．当場ではそれを基にして，畑作用に若干

変更した評点方法を作成して使用している（相

対的な評価は麦酒酒造組合の方法と同じである）．

　ミホゴールデンの醸造用品質はアズマゴール

デン及ぴニューゴールデンと比較して，可溶性

窒素及びコールバッハ数では値が低く，この点

については劣るが，麦芽収量率・麦芽エキス・

エキス収量及びジアスターゼカなどの値は高く，

この点については優れている．当場で作成した評

点方法で評点を算出すると，ミホゴールデン

はアズマゴールデン及ぴニユーゴールデンより

も評点が高く，総合的な醸造用品質は優れてい

る．

　　　　　　IV　適応地域

　配布先におけるミホゴールデンの成績及ぴ収

量指数を第12表及び第3図に示した．ミホゴー

ルデンの収量は，標準品種と比較して多くの県

で同程度か多収であり，特に九州地域で良い成

績が得られた．熟期について標準品種と比較す

ると，ミホゴールデンは関東東海地域の標準品

種であるニューゴールデン・アズマゴールデン
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112

100

　1

99

1

0811

9

　　　　　　　92
　　　　92　98
　　103　　　93　1
113

87
　　103

1

第’3図

　　注．配布先の各年，各場所，（本場，支場，分場，試験地）各種栽培法の平均値

育成地及ぴ配布先における収量指数の分布

　第12表配布先における成績

県　　　名 栽培粂件 品　種　名

出穂期

月日

成熟期

月日

桿長

　㎝

穂長

　㎝

穂数

本〆m2

倒伏

子実重

kg／a

同対標

準比率

　％

供　　試

年　度

昭和

年　数

岩　　　手

（本　場）
全層まき

ミホゴールデン

アズマゴールデン

4．27

4．27

6．23

6．24

51

33

5．3

5．7

392

238
ム
ム

12．0

12．2

98

100
47 1

岩　　　手

（県　南〉
標　　準

ミホゴールデン

アズマゴールデン

5．5

5．7

6．7

6．15

71

86

5．1

5．4

691

456
中
中

50．1

65．6

霜
1
0
0

47 1

宮　　　城 標　　準
ミホゴールデン

アズマゴールデン

4．29

5．7

6．7

6．11

72

83

62
7．3

491

406
ビ
ビ

42．8

38．7

112

100
48～49 2

茨　　　城
（本　場）

標　　準
ミホゴールデン

アズマゴールデン

4．22

4．24

6．1

6．6

80

85

6．5

6．7

816

602
ム
ム

499

47．2

106

100
46～48 3

多　　肥
ミホゴールデン

アズマゴールデン

4．23

4．26

6．4

6．7

81

87

7．4

7．2

717

477
少
ピ

46．2

44．0

105

100
47 1

茨　　　城

（小　川）

標　　準
ミホゴールデン

アズマゴールデン

4．21

4．24

5．29

6．5

71

79

6．4

6．5

526

426
ム
ム

36．4

39．5

91

100
46～48 3

多　　肥
ミホゴールデン

アズマゴールデン

4．21

4．26

5．28

6．5

77

83

7．3

6．9

658

527

ム～ピ

　ム

50．7

49．3

103

100
47 1

茨　　　城

（協　和）

標　　準
ミホゴールデン

アズマゴールデン

4．22

4．25

6．2

6．4

83

89

7．1

7．0

563

514

ム～ビ

　ビ

46．1

46．3

100

100
46～48 3

多　　肥
ミホゴールデン

アズマゴールデン

4．21

4．22

5．31

6．2

84

87

7．0

7．1

626

462
少
ピ

53．2

44．8

119

100
47 1
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県　　名 栽培条件 品　　種　・名

出穂期

月　日

成熟期

月　日

桿長

　cm

穂長

　cm

穂数

本／㎡

倒伏

子実重

kg／a

同対標

準比率

　％

供　　試

年度

昭和

年　数

岐　　㌧覧
標　　準

ミホコ」ルデン

さつき二条

4．17

4．19

5．29

6．3

89

104

6．7

9．4

804

785
少
中

47．7

39．2

119

100
47～49
3

多　　肥
ミホゴールデン

さつき二条

4．17

4．19

5．30

6．4

87

105

6．8

9．3

911

789
中
中

45．8

45．1

103

100
47～48 2

三　　重 標　　準
ミホゴールデン

さつき　条

4．13

4．16

5．24

5．29

76

』93

6．9

6．7

386

355
ピ
中

34．7

35．5

97

100
47～49 3

滋　　賀 全層まき
ミホゴールデン

成城　17号

4．16

4．15

5．23

5．24

79

85

6．2

6．2

688

597

ム～ビ

ビ～少

37．3

34．2

110

100
46～49 4

一京　　都

標　　準
ミホゴールデン

アサヒ19号

4．23

4．24

5．31

6．2

76

90

7．2

6．9

297

264
ピ
ピ

35．4

31£

113

100
47～49 3

多　　肥
ミホゴールデン

アサヒ19号

4．23

4．24

6．1

6．2

74

90

7．1

7．2

415

275
少
ピ

35．3

34．7

102

100
47～49 3

兵　　庫 全層まき
ミホゴールデン

関東二条2号

4．19

4．26

5．26

5．31

85

95

6．8

5．9

664

564
ピ
ビ

49．2

49．6

100

100
47・49 2

岡　　山 多株穴まき
ミホゴールデン

成城　17号

4．15

4．15

5．23

5．26

70

79

5．8

6．2

569

607
ビ
ピ

32．1

35．7

87

100
47～49 3

鳥　　取

標　　準
ミホコ㌧ルデン

交　　一　A

3．29

4．18

5．18

5．25

64

92

5．4

5．1

434

444
少
多

29．5

28．0

105

100
46 1

標　　準
ミホゴールデン

ダイセンゴールド

4．15

4．16

5．25

5．27

76

83

5．9

5．9

559

500
ム
ム

275

30．5

89

100
47・49 2

山　　口
簡　　易

定層まき

ミホゴールデン

成城　17号

4．18

4．18

5．27

5．28

76

81

6．5

7．0

498

492
ム
ム

34．2

33．8

102

100
47～49 3

香　　llI

ドリルまき
ミホコ㌧ルデン

さつき　条

4．12

4．15

5．24

5．26

79

95

7．6

9．1

532

646
ビ
中

41．6

36．9

116

100
46～47 2

ドリルまき
ミホゴールデン

ダイセンゴールド

4．20

4．21

6．2

6．2

74

82

7．7

6．9

635

486
中
ム

38．3

35．8

107

00
48 1

全層まき
ミホゴールデン

ダイセンゴー一レド

4．13

4．16

5．26

5．29

88

92

6．8

6．3

688

736
中
少

65．9

71．8

92

100
49 1

・徳　　島 標　　準
ミホゴールデン

さつき　条

4．14

4．17

5．23

5．27

78

95

7．4

9．9

412

430
ビ
少

28．7

30．7

97

100
47～49 3

標　　準
ミホゴールデン

成城17号

4．11

4．11

5．20

5．19

87

97

6．6

7．0

673

628

ビ～少

中～多

38．0

38．4

99

100
47～48 2

佐　　賀

多　　肥
ミホゴールデン

成城　17号

4．12

4．11

5．21

5．21

90

100

6．9

7．0

714

689

中～多

多～甚

40．6

36．7

112

100
47～48 2

長　　崎 標　　準
ミホゴールデン

成城　17号

4．14

4．16

5．23

5．23

79

91

6．9

7．2

512

504
少
少

38．8

36．5

106

100
48～49 2

熊　　本 ドリルまき
ミホゴールデン

成城　17号

4．7

4．6

5．14

5．14

81

97

6．8

7．1

518

520

ム～ピ

　ピ

34．5

34．5

99

100
47～49 3

・大　　分 全層まき
ミホゴールデン

成城　17号

4．8

4．9

5．20

5．21

83

92

6．6

6．9

881

816
ビ
少

43．6

37．2

115

100
47～48 2

宮　　崎

（本場）
ドリルまき

ミホゴールデン

成城　17号

3．28

3．28

5．8

5．9

96

111

7．0

6．9

654

639
ピ
少

45．7

40．3

115

100
47～49 3

宮　　崎
（高冷地） 標　　準

ミホゴールデン

成城　17号

4．13

4．14

5．21

5．23

84

94

7．6

7．8

483

451

　少

少～中

45．5　　111

41．0…100
47～49 3

宮　　崎

（都城）
多条まき

ミホゴールデン

成城　17号

4．7

4．6

5．17

5．17

95

107

6．8

6．9

784

721
少
中

44．91114
39．8　　100

47～49 3
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県　　名 栽培条件 品　　種　　名

出穗期

月　日

成熟期

月　日

桿長

cm

穂　長

㎝

穂数

本／㎡

倒伏

子実重

㎏／a

同対標

準比率

％

供　　試

年度

昭和

年数

鹿児島
（本場） 標　　準

ミホゴールデン

成城17号

3，2［

3．20

5．1

5．2

85

92

6．8

ス1

450

418

ピ～少

多

33．4

29．9

111

100 46～49 4

鹿児島
（熊毛）

標　　準
ミホゴールデン

成城17号

3．10

3．10

4．21

4．23

go

100

7．2

7．4

592

550
中
名

38．2

34．1

112

100
47～48 2

　1

（大隅）
標　　準

ミホゴールデン

成城17号

4．4

4．8

5．16

5．18

63

77

．2

7．4

353

335

ム～ビ

ビ～少

24．4

22．2

97

100
48 1

及びさっき二条よ1）早生であるが，西日本地域

の標準品種である成城17号とはほぽ同じかやや

早い．

　採用県の福岡県における成績を第13～16表に

示した．ミホゴールデンを標準品種の成城17号

と比較すると，熟期は同程度かやや早く，稗長

は約10cm短く，倒伏には強い．穂長及ぴ穂数は

ほぼ同じである．収量は本場でやや低いが，分

場などの成績を含めて検討すると同程度とみな

される．」重及び千粒重はやや軽い．外観上の

品質及び赤かぴ病り病程度は同じである．醸造

用品質についてはふじ二条との比較で合同品種

比較試験が行われ，総合的評価である評点はほ

ぼ同じであった．ふじ二条は成城17号よりも醸

造用品質は良いので，ミホゴールデンは成城17

号より醸造用品質は優れているとみなされる．

このためミホゴールデンは契約対象品種として

麦酒酒造組合との合意が得られた．

第13表　福岡農試における成績

品　　種　　名 出穂期　成熟期　桿長　穂長　穂　数　倒伏　子実重

　　　　　　　　　程度月　日　月　日　　cm　　cm　本／m2　　　　kg／a

同標準

比率％

し重9

ミホゴールデン

成　城　17号

4．19　　5．27　　77　　7．6　　372　　　ビ　　　　33．5

4．18　5．28　90　7．7　371　少～中　　36．6

92

100

657

680

品　　種　　名

　　　　　　　　｝千粒重　選　　粒　　歩　　合　　％　穀皮　粗タンパク 検　査 赤かび病

　　　　　　　　歩合　含　　量
9　　1　　　2　　計　　　3　　％　　　％

等　級 り病程度

ミホゴールデン

成　城　17号

41．0　　33．1　　　52．9　　86．0　　　　13．3　　8　0　　　　　　　10．8

43．0　　44．3　　　45．7　　89．7　　　　　9．2　　7．7　　　　　　　11．8 3
2

少
少

注。1972～1974年度の成積の平均値．
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第14表　福岡農試豊前分場及ぴ筑後分場における成績

分場名 品種名
出穂期

月　日

成熟期

月　日

桿長

cm

穂長穂数

cm　本／㎡

倒　伏

程　度

子実重

kg！a

向標準

比率
　％

z　重

9

千粒重

9

口
口
口

　赤かぴ病
質り病程度

堕　　藷
旦　剛

ミホゴー

ルデン

成城17

4．14

4．13

5．20

5．20

78

89

6．9　　375

7，2　　363

ム～ビ

　ビ

32．4

30．9

105

100

631

639

38．1

40．4

中上

中上
ビ
ビ

筑後
ミホゴー

ルデン

成城17号

4．14

4．13

5．22

5．22

89

99

7．4　　503

7．3　　477

ム～ビ

ビ～少

38．2

37．2

103

100

585

614

36．5

39．0 3
3

ビ
ビ

注．1972～1974年度の成積の平均値

第15表　福岡県下の現地試験成績
冒
試
　
験

実施
場　所

品種名
出穂期

月　日

成熟期

月　日

稗長穂
㎝

長
㎝

穂数
本／η2

倒　伏

程度
赤かび病

り病程度

子実重
　㎏／a

同標準

比率
％

試
年

験
r
存
嵐

ミホゴー 4．15 5．25 86 74 497 ビ ビ～少 42．1 104 19毘
甘木市 ルデン

成城17号 4．16 5．26 101 7．8 498 少～中 ビ～少 40．6 100 ～1974

ミホゴー 4．15 5．25 74 7．3 313 ム 少 28．2 102 1972

鞍手町 ルデン
成城17号 4．14 5．26 87 7．2 351 少 少 27．5 100 ～1974

ミホゴー 4．18 5．23 94 6．5 402 中 ビ 41．6 100

宇美町 ルデン 1974

成城17号 4．16 5．23 86 6．4 400 多 ビ 41．4 100

第16表　醸造用品質調査成績（麦酒酒造組合で分析）

品　種　　名

麦 芽 可溶性　色　度　麦　芽　エキス　コール　ジアスターゼ力　最　終 対標
全窒素

％ ％

粗タンパク窒素　（EBC）エキス　収　量　バッハ数麦芽1GQ　g。wkTN　発酵度評　点

　　　　％　　　　　　　　　　％　　　　　％　　　　　　　　　　●wk　　　　　　　　　％

準　比

o’
’0

ミホゴールデン

ふ　じ二条

1．58

1．59

gs
9．9

0．60　　3，1　80．9　74．6　38，0　　251　　159　麗．7　　63

0。68　　3，5　81，3　75．1　42．8　　223　　140　75．8　　64

98

100

注．福岡農試における1971～1973年度産の材料による成積の平均値．

　福岡県で採用した理由は次のようである．

　1．現在栽培している成城17号・博多2号及

び応、じ二条は弱桿で倒伏しやすく，機械化栽培

に適さない．麦作振興に伴って麦作を拡大する

には，省力機械化栽培によらなければならない．

ミホゴールデンはこれらの品種よりも短強桿で

耐倒伏性が強いので機械化栽培に適する．

　2．近年，水田直はん及ぴ稚苗田植機の急激

な普及によ1）水稲の作付時期が早まったので，

1日でも熟期が早い品種が要望されている．ミ

ホゴールデンはビール麦の中で最も早生の品種

に属する成城17号よ1）もやや早い傾向があるの

で。農家の要望と合致する．

　3．ミホゴールデンの醸造用品質は広く栽培

されている成城17号よi）も優れ，醸造用品質が

良いといわれている．3・じ二条とほぽ同じである．

　また，九州地域の他の県における成績も福岡

県の成績とほぼ同じであるが，収量については

福岡県よりも多収で，各県で採用についての検

討が行われている．なお，醸造用品質について

は各県とも麦酒酒造組合との間で合意に達して

いる．
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　九州以外の地域でも，合同品種比較試験の結

果，契約対象品種としての合意が麦酒酒造組合

との間で得られたが，これらの地域では強桿の

アズマゴールデンなどが栽培されているので，

ミホゴールデンの早熟性と倒伏性との関連を中

心に各県で検討が続けられている．

　ミホゴールデンは成城17号と比較すると，熟

期は同じかやや早生であり，短桿で倒伏には強

く，収量は同じかやや多収であり，醸造用品質

は良い，そのため，成城17号が広く栽培されて

いる西南暖地の水田裏作の機械化栽培を中心に

広く適応し，今後，成城17号や晩生弱桿のふじ

二条などに代わって広く普及するものと思われ

る．

　　　　　　V　栽培上の注意

　ミホゴールデンを栽培するにあたっては，特

に次の点に注意するのが望ましい．

　1．春播型の早生品種であるので，茎立が早

い．早まきすぎると春先の凍霜害を受けやすい

ので，極端な早まきは避ける必要がある、．

　2．倒伏は成城17号より強いカ㍉アズマゴー

ルデンよレ）弱いので，極端な多肥や厚まき栽培

は避ける必要がある。

ユーゴールデンより17cm前後，アズマゴールデ

ンより5cm程度短いが，倒伏にはアズマゴール

デンより弱い．3）穂数は多く，収量はアズマ

ゴールデンより多く，ニューゴールデンとほぼ

同じである．4）縞萎縮病及ぴうどんこ病には

やや強く，赤かび病には同程度である．5）醸

造用品質は優れている．

　3．　ミホゴールデン‘あ西南暖地に広く栽培

されている成城17号と比較し，て熟期は同じか

やや早く，短桿で倒伏には強い・収量は同程度

かやや多く，醸造用品質は良い．

　4．　ミホゴールデンは，関東以西の平坦地域

に広く適応すると考えられるが，特に成城17号

などに代わって普及するものと思われる．なお，

宇1，1岡県で1975年に準奨励品種に採用され，他の

各県でも採用が検討されている．

　本品種の育成にあたつては，農林省の関係機

関，都府県農業試験場，各県農業団体の担当者

各位並びに麦酒酒造組合の御協力を得た．以上

の方がたに対して心から感謝の意を表する．

　　　　　　　皿　摘要
　1．　栃木県農業試験場栃木分場で育成され
た
．
二
条 大麦新品種「ミホゴールデン」は。早生・

良質を育種目標として1962年に行った「関東二

条2号」×「成城15号」の交配から選抜したも

ので，1975年に二条大麦農林5号～して登録さ

れた．

　2・　ミホゴールデンは，関東東山地域に広く

栽培されているアズマゴールデン及ぴニューゴ

ールデンと比較して，次のような特性をもつて

ている．

　1）ニューゴールデンより6日，アズマゴー

ルデンよ1）2～3日早生である．2　桿長は二
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付 表

年　　度 世　　代 育　　　成　　　担　　　当　　　者 育成場所

1961 交　　配 中山保・増田澄夫・川口数美・山野昌敏・米内貞夫 栃木農試

1962 F1～F3 〃　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　館
南河内分場

1963 F4 〃　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃 〃

1964 F5 〃　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　”

　　　　　　　●

〃

1965 F6 増田澄夫・中山　保・　　〃 〃

1966 F7 “　　　　〃　　　　　〃・山野昌敏 〃

1967 F8 野中舜二・増田澄夫・　　〃　　　〃　・横倉光昭 〃

1968 Fg κ　　・川口数美・山野昌敏・粕谷光正・　〃 〃

1969 Flo 〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　・　　　〃 〃

1970 F11 野中舜二・川口数美・山野昌敏・粕谷光正・横倉光昭 〃

林　　幹・土橋洋司・藤井敏男・鈴木　忠

1971 F12 野中舜二・川口数美・山野昌敏・粕谷光正・林　　幹・ 〃

阿部盟夫・藤井敏男・鈴木　忠・関口忠男・松永　隆・

1972 F13 野中舜二・川口数美・山野昌敏・林　　幹・阿部盟夫・ 〃

小熊種一・藤井敏男・関口忠男・松永　隆

1973 F14 野中舜二・川口数美・山野昌敏・林　　幹・小熊純一・ 〃

藤井敏男・関口忠男・赤羽根朋子

1974 F15 北原操一・野中舜二・川口数美。山野昌敏・藤井敏男・ 栃木農試

関口忠男・赤羽根朋子・若田部紀国久保野実
栃木曾場
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ミ　　　ホ　　　ズ　　　　　　　　　　　成城17号
ゴ＿ノげンゴールデンゴールデン
（新品種）（比較誰，）（比較品種）（比較品種）

　　　写真1．ミホゴールデンと比較品種

、
ヤ

◎

5

o

関東二条2号

（母　品種）

　　　写真2。

辱

成城15号
（父　品種）

［　
・
七
　
　
ド

　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（

ヤ

噛1
　　　　　》

　　　　　‘1

　　の　　　　　ユ

　　ゴールデン
　（比較品種）

、

ミホゴ＿，レデンとその両親及び比較品種
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栃木農試研報　Nα21：45〜60（1976）

　　　　　二条大麦新品種「ミホゴールデン」について

　　

紳林

美＊

数幹

旧

り林一

保撫

山忠北

中口．

●関料

＊　　

o　＊

　　　　　　　

職韓

増藤倉

●●横

‘＊

ホ　　　　　

　ホ

ニ敏正

舜昌光

中野谷

野山粕

　　　　　　　1　緒　言

　わが国でビール麦の栽培が始まったのは明治

中期であり，大正末期からは醸造会社を中心に

育種が行われるようになった．

　その結果，関東中生ゴール・アサヒ5号・博

多2号・交Aなどの品種が育成されたが，ゴー

ルデンメロン系品種（ゴールデンメロン・栃木

ゴールデンメロン・関東晩生ゴール・キリン直

1号・ゴールデンメロン埼玉1号など）及びス

ワンハルス系品種（スワンハルス・滋賀中生・

京都中生・垂頭種など）が主に栽培されてきた．

　戦後，ビール麦の需要が増大するに従い，こ

れらの品種は長桿で倒伏に弱く熟期が遅いこと

などの欠点があるため，これらの栽培特性の改

良が強く要望された．そこで，当時からビール麦

の主産地である栃木県でこれを取り上げ，1954

年に薬師寺分場（後に南河内分場，現在栃木分

場と改称〉でビール麦の育種が始められた。19

58年には農林省指定試験地として，全国を対象

とした育種力桁われることになった．また，醸

造会社でも育種が続けられた．

　1965年に当場で育成中の関東二条1号は二条

大麦農林1号として登録され，　「ニューゴール

デン」と命名された．同年に醸造会社でも成城

1号・成城17号・さつき二条・ふじ二条・ニラ

サキ6号・ガンマー4号の6品種を発表した．

これらの品種は普及に移され，第1表に示すよ

うに，急速に作付面積は増加していった．中で

もニューゴールデンは関東地域を中心に栽培さ

れ，1973年には全国の作付面積の約35％を占め

るに至った．しかし，成城17号以外の品種は熟

期が比較的遅く，ニューゴールデン以外の品種

は耐倒伏性が十分でないことなどから，水稲栽

培の早期化・畑作の多様化・収獲作業の機械化

・登熟期の雨害回避などのため，より早生で短

強桿の品種が要望されるようになった．

　当場で育成中の関東二条7号は1971年に二条

大麦農林2号として登録され，「アズマゴール

デン」と命名された．この品種はニューゴール

デンよりも早生・短強桿であったので，関東地

域の水田裏作を中心に広く栽培され，1975年に

は第4位の作付面積になった．しかし，アズマ

ゴールデンは成城17号ほど早生ではなかったの

で，ビール麦栽培の中で水田裏作の比率が高く

なるに従い，成城17号と同程度かそれよりも早

生の品種の育成が強く要望された．

　当場で育成中の栃系30は，1971年に関東二条

12号の地方番号を付し，各都府県農業試験場に

おける奨励品種決定調査の供試材料として配布

して地方適否が検討された．また，醸造用品質

についても当場及び麦酒酒造組合で検討が加え

られた．その結果，関東二条12号は成城17号と

同程度かやや早い早生であり，倒伏にはより強

い．また，醸造用品質が良いといわれているふ

じ二条と同程度の品質であることが認められた．

　そのため，福岡県で準奨励品種に採用され，

1975年11月28日に二条大麦農林5号として登録

され，　「ミホゴールデン」と命名された．そこ

で本品種の育成経過並びに特性の概要について

報告し，奨励及び普及の資料に供することにし

たい．

＊現九州農業試験場　＊＊現農事試験場　＊＊＊現栃木県普及教育課　＊＊＊＊現栃木県食品工業指導所　＊＊＊＊＊現栃木県消防防災課
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